
（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

報償費 220千円 通信運搬費 60千円
　〇謝礼金　　 ○国際郵便料 60千円

①指導者謝金 40千円 使用料及び賃借料 228千円
②通訳謝金 90千円 ②宿泊費 182千円
②バス運転等謝金 90千円 ②施設見学ほか 46千円

消耗品費 136千円 負担金及び交付金
○町章ピンバッヂほか 136千円 ①旅費・その他経費

食糧費 273千円 ③旅費・その他経費
②歓迎晩餐会（協会主催）66千円 ④旅費・その他経費
②歓迎夕食会（町主催）128千円 ⑤委員会活動
②昼食代ほか 79千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 社会教育課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

10 総務費 5 総務管理費 6 企画費

事業名 12 国際交流事業

総合計画の位置づけ 06　いくつになっても学び続け、行動し続けよう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等

大山町姉妹都市委員会設置要綱
大山町国際交流事業補助金交付要綱　ほか

個別計画

事業
概要

①テメキュラ市への大人の訪問（12月頃予定）
②襄陽郡からの大人の受入（6月頃予定）
③襄陽郡への中学生の派遣（8月頃予定）
④襄陽郡への大人の派遣（10月頃予定）
⑤大山町姉妹都市委員会（通年）

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )
100%
( 70％)

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

4,204千円
1,395千円
1,609千円

950千円
250千円

区分

事業費 4,961 5,121 160

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 2,900 4,200 1,300 過疎債ソフト事業分 4,200

その他 0 30 30 中山国際交流協会事
務経費負担 30

一般財源 2,061 891 △ 1,170

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 社会教育課
令和８年度大山町一般会計予算

10 総務費 5 総務管理費 6 企画費

事業名 12 国際交流事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
町民
中山国際交流協会
大山町日韓親善交流協会

友好・姉妹都市 （米国・テメキュラ市、韓国・襄陽郡）と中学生・大
人の相互訪問による交流を実施し、国際感覚豊かな町民を育成する
ため。また、国際交流の要である中山国際交流協会と日韓親善交流
協会の育成を図り、交流を推進していく。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

襄陽郡派遣・受入人数 人 27 28 26 28 26

テメキュラ市派遣・受入人数 人 14 7 5 5 5

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

入力不可能

追加・
変更に
ついて

韓国襄陽郡との中学生交流は、相互に隔年で派遣し合うため、令和8年度は大山町から派遣、令和9年度は
大山町が受け入れとなる。

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

需用費 423千円 工事請負費 27,060千円
　 修繕料 180千円 通常分 名和トレセン高圧ケーブル更新工事

243千円 中山トレセン扉2か所 6,710千円
役務費 321千円 名和トレセンキュービクル更新工事

建物災害保険料 321千円 20,350千円
委託料 27,279千円
　 指定管理委託料 27,279千円

38,970千円の70％

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 社会教育課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産費 5 農業費 6 農業施設運営費

事業名 763 農業施設指定管理施設費

総合計画の位置づけ 03　いつでもいつまでもスポーツを楽しむ人を増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等

大山町農業者トレーニングセンター・多目的運動広場及び農村運動広場条例
大山町農業者トレーニングセンター・多目的運動広場及び農村運動広場の管理運営に関する規則

個別計画 大山町スポーツ推進計画

事業
概要

中山・名和・大山の各トレーニングセンター、中山多目的運動広場、だいせん農村運動広場の管理運営を
行う。指定管理者制度適用施設であり、管理運営を（株）チュウブに委託している。指定管理期間はR7
～R9年度。
施設の多くが昭和の建造で老朽化が顕著になり始めており、修繕やバリアフリー対応などの取り組みも必要に
なることから、今後に施設の統廃合も含めた在り方の検討が必要となってきている。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )
100%

(  70%   )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 27,826 55,083 27,257

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 27,000 27,000 過疎対策事業債 27,000

その他 0 12 12 土地貸付収入 12

一般財源 27,826 28,071 245

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 社会教育課
令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産費 5 農業費 6 農業施設運営費

事業名 763 農業施設指定管理施設費

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
全町民、施設利用者、指定管理者 屋内運動場、多目的運動広場等を一年を通して利用してもらうことに

より、スポーツを始めるきっかけづくり、生涯運動、健康維持、仲間づくり
等の様々な効果が期待でき、健康寿命を延ばすことを目的とする。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

利用者（トレーニングセンター×３） 人 34,265 35,000 35,000 35,000 35,000

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

「良好」以上の管理運営指数 % 100 100 100 100 100

追加・
変更に
ついて

〇中山農業者トレーニングセンターアリーナ開口部の開閉扉の修繕に取り組む。
〇名和農業者トレーニングセンターのキュービクル更新工事及び高圧ケーブル更新に取り組む。

参考
資料

※任意

〇指定管理料委託料は、指定管理者への令和8年度管理委託料のうち、農業施設分と体育施設分で案分
し、7割を農業施設分として支出する。

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

報酬　 社会教育委員ほか 給料 27,250千円
報償費 職員手当 18,820千円

百人一首謝金・記念品 共済費 9,350千円
負担金 旅費 （普通旅費） 17千円

県社会教育協議会 （費用弁償） 52千円
需用費 消耗品費 20千円

補助金 燃料費 143千円
青年団活動補助金 食糧費

修繕料
役務費 通信運搬費

次世代育成支援 手数料
全国大会出場旅費 保険料

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 社会教育課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 20 社会教育費 1 社会教育総務費

事業名 313 社会教育総務費（一般）

総合計画の位置づけ 06　いくつになっても学び続け、行動し続けよう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等 社会教育法ほか

個別計画

事業
概要

●職員経費：一般職員（課長、課長補佐、主幹・主任・主事５）
●社会教育委員（定数13人）経費
●課事務運営及び各種事業にかかる経費
●関係機関負担金、町内社会教育団体等への補助金事務

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )
1/2以内
(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

222千円
青少年育成指導委員 43千円

54千円
西部地区町村社会教育協議会 27千円

9千円
県社会教育委員連絡協議会 13千円
町女性団体活動補助金 870千円

30千円 9千円
子ども会育成連絡協議会 135千円 21千円
青少年育成町民会議 250千円 36千円

200千円 16千円
20千円 20千円

区分

事業費 68,126 57,627 △ 10,499

国庫支出金 0 0

県支出金 150 100 △ 50 次世代活動者育成支援事
業県補助金 100

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 67,976 57,527 △ 10,449

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 社会教育課
令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 20 社会教育費 1 社会教育総務費

事業名 313 社会教育総務費（一般）

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
　町民
　町内各種社会教育団体

　地域課題解決につながる社会教育事業を進めるため、町民や
実践者の声を反映した施策の立案と実施に合わせ、社会教育
団体の活動の振興を図る。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

五色百人一首大会参加者数 人 中止 15 25 30 35

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

補助対象団体の補助金執行率 % 86 100 100 100 100

追加・
変更に
ついて

〇近年の補助金対象団体の補助事業実績に基づき、補助金の見直しを実施（一部減額・一部中止）

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

報償費
　生花謝金  25千円
　成人式記念品 614千円
需要費
　消耗品費 13千円
　印刷製本費(式次第・記念写真印刷）  275千円
通信運搬費
　案内等文書郵送代 40千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 社会教育課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 20 社会教育費 1 社会教育総務費

事業名 314 成人式

総合計画の位置づけ 01　大山町で暮らすことに誇りを持つ子どもを増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ ４．安心で快適なまちづくり

根拠法令・
要綱等 社会教育法　ほか

個別計画

事業
概要

町内在住及び町内中学校出身の20歳になる若者（平成18年4月2日～平成19年4月1日生まれ）を
対象に、成人を寿ぐ式典を実施する。
青少年健全育成の一環として、成人式実行委員を募集し、その企画・運営の支援を行う。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 1,009 967 △ 42

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 1,009 967 △ 42

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 社会教育課
令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 20 社会教育費 1 社会教育総務費

事業名 314 成人式

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
平成18年4月2日～平成19年4月1日生ま
れの町内在住者及び町内中学校出身者
(140人想定）

成人を寿ぎ、地域社会の一員としての意識を啓発し、町づくりへ
の積極的な参画を促す。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

実行委員会への参画者数 人 6 8 9 10 10

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

対象者出席率 % 77.3 72.9 80 80 80

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

　〇 R7.10.28現在　
　　　　住民基本台帳上の対象者　113人

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

旅費 106千円 使用料及び賃借料 ４千円
　 引率職員の旅費等×職員１名　　106千円 平和記念資料館観覧料他 4千円
需用費 12千円 負担金補助及び交付金 2,255千円

消耗品費 10千円 　 交流事業補助金 2,255千円
食糧費 2千円

役務費 6千円
　 通信運搬費 3千円

旅行取扱手数料 2千円
旅行傷害保険料 1 千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 社会教育課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 20 社会教育費 1 社会教育総務費

事業名 315 人材育成交流事業

総合計画の位置づけ 01　大山町で暮らすことに誇りを持つ子どもを増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等

社会教育法
大山町人材育成交流事業補助金交付要綱　ほか

個別計画

事業
概要

夏季は児童が引率者とともに嘉手納町を３泊４日で訪問し、ホームステイ交流はじめ様々な交流活動、平
和学習などを行う。冬季は嘉手納町児童の来訪を受け、ホームステイ交流、スキー体験交流、学校交流など
を行う。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )
100%
( 70％)

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 2,453 2,383 △ 70

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 2,200 2,200 0 過疎債ソフト事業分 2,200

その他 0 0

一般財源 253 183 △ 70

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 社会教育課
令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 20 社会教育費 1 社会教育総務費

事業名 315 人材育成交流事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
町内の小学５年生、全町民 風土・生活習慣の異なる沖縄県嘉手納町との交流通じて、次

代の郷土を担う子どもたちの人材育成を図る。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

訪問団（児童） 人 14 12 16 16 16

訪問団（公募引率） 人 1 3 2 2 2

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

令和６年度までは原則として町内小学校４校それぞれで４名選考を経て全体で16名にするよう調整してきた
が、令和7年度から各学校で４名調整する方法から教育委員会事務局で直接16名を募集し、派遣児童を先
行する方法に変更した。
令和８年度もその方法を踏襲して募集・選考する。

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

8 旅費 8千円
1 普通旅費 8千円

10 需用費 9千円
１　消耗品費 9千円

11 役務費 22千円
3 手数料 22千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 社会教育課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 20 社会教育費 1 社会教育総務費

事業名 316 子どもリーダー研修会

総合計画の位置づけ 01　大山町で暮らすことに誇りを持つ子どもを増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等 社会教育法　ほか

個別計画

事業
概要

西部圏域町村合同で、大山青年の家にて2泊3日の子どもリーダー研修を実施する。
応募条件は、町内在住の小学校4～6年生で、各町村10名を定員目安としている。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 51 39 △ 12

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 51 39 △ 12

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 社会教育課
令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 20 社会教育費 1 社会教育総務費

事業名 316 子どもリーダー研修会

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
町立小学校に通う小学4～6年生 参加した小学生がリーダーとしてのふるまい、心得などを得て持ち

帰り、学校や地域活動の中でリーダーとして活躍しようという意欲
をもつ人材として育てるため

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

参加人数 人 12 10 10 10 10

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

他町村児童との共同アクティビティ数 回 25 25 28 28 28

追加・
変更に
ついて

予算組してきたが、支出実績がないため報償費（講師謝礼金）及び燃料費（送迎バス用）を削除
※送迎用バスは、近年は公用車での送迎で対応している。

参考
資料

※任意

　西部町村の西伯郡４町村（大山・伯耆・南部・日吉津）と日野郡３町（江府・日野・日南）の7町村で70
名定員を目安として募集し、１町村あたり10名を基本としているが、他町村の状況との調整によって10名以上参
加可能な場合もあり、積極的な募集を行う。
　令和7年度実績
　　　大山町　７名　　　　　　　江府町　　５名
　　　伯耆町　　4名　　　　　　 日野町　 　0名
　　　南部町　12名　　　　　　  日南町 　 0名
　　　日吉津村　19名

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

140千円 委託料 375千円
　文化祭出演者謝礼　100千円 　夜間会場警備委託料　134千円
　記念品　40千円 　交通誘導警備委託料　241千円
需用費 213千円 使用料及び賃借料 2,982千円
　文化祭消耗品　100千円 　テント等借上　2,865千円
　文化祭ポスター、チラシ印刷　113千円 　会場設営用機材等運搬トラック　55千円
役務費 227千円 　園児等送迎バス借上げ料　62千円
　白布クリーニング　80千円
　児童生徒他送迎バス運転手数料　37千円
　音響機器操作手数料　110千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 社会教育課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 20 社会教育費 1 社会教育総務費

事業名 322 文化祭

総合計画の位置づけ 04　文化•芸術を楽しめる機会を増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等 社会教育法　ほか

個別計画

事業
概要

総合文化祭に参加する出店・出展者、出演者の代表と町長・教育長および事務局で構成する実行委員会
で、文化祭を企画検討し運営する。
〇会場　大山農業者トレーニングセンター
・実行委員会及び各運営専門部会を各３回程度実施
・ポスター、チラシの印刷、会場設営及び運営

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(　　 　　)

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

報償費

区分

事業費 3,742 3,937 195

国庫支出金 0 0 0

県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 3,742 3,937 195 合併振興基金繰入金 3,937

一般財源 0 0 0

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

・

担当課 社会教育課
令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 20 社会教育費 1 社会教育総務費

事業名 322 文化祭

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
全町民 町民全体の文化・芸術活動や生涯学習の成果発表の場であり、

交流の場であるとともに、県内外で活躍する文化人・団体の公演や
作品に触れる機会とし、大山町の文化・芸術の発展を図る。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

来場者数 人 3,500 4,000 4,000 4,000 4,000

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

来場者満足度 % 76 80 85 85 85

追加・
変更に
ついて

・令和8年1月から「大山町文化祭在り方検討委員会」を設置して検討を実施
　※令和8年度はその委員会で検討された結果に基づき内容を検討のうえで取り組む。

参考
資料

※任意

　R7年度来場者アンケート（抜粋）より　　満足度92％

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標
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質問5.今年度の総合文化祭はいかがでしたか？



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

18 負担金補助及び交付金 600千円
2 補助金及び交付金

英語検定料助成金 600千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 社会教育課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 20 社会教育費 1 社会教育総務費

事業名 1465 英語活用のための学習推進事業

総合計画の位置づけ 06　いくつになっても学び続け、行動し続けよう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等 社会教育法、大山町英語検定料助成金交付要綱ほか

個別計画

事業
概要

意欲をもって英語を学ぶ学習者の英語検定試験への取り組みを奨励・支援するとともに、英語学習への関心
を高める啓発を行い、学習者を増やし、持って大山町のグローバル（世界的な規模感の）人材の育成を図
る。
英語検定料助成金 …100件/600千円

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 100 600 500

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 100 600 500 ふるさと応援基金繰入金 600

一般財源 0 0 0

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 社会教育課
令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 20 社会教育費 1 社会教育総務費

事業名 1465 英語活用のための学習推進事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
町民 意欲をもって英語を学ぶ学習者の英語検定試験への取り組みを奨励・

支援することで、英語学習への関心を高める啓発を行い、学習者を増
やし、持って大山町のグローバル（世界的な規模感の）人材を育成す
るため

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

助成金制度の周知回数 回 2 2 5 5 5

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

助成金交付件数 件 84 90 100 100 100

追加・
変更に
ついて

・報償費（英検講座講師謝礼金1）、食糧費（英検準会場設置運営）、通信運搬費（英検準会場設置
関係）を事業見直しにより中止し、助成金交付に集中することとした。

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

〇報酬 558千円 〇備品購入費 33千円
　・スポーツ推進委員報酬　558千円 　・体力テスト用器具購入　33千円
〇旅費 54千円 ○負担金 1,436千円
　・普通旅費（保健体育総務費）　3千円 　・西伯郡スポーツ協会負担金　1,409千円
　・費用弁償（保健体育総務費）　51千円 　・県スポーツ推進委員協議会負担金　27千円
〇需用費 42千円 〇補助金・交付金 2,930千円
　・消耗品費（保健体育総務費）　42千円 　・町スポーツ協会補助金　1,270千円
〇役務費 37千円 　・町スポーツ少年団補助金　960千円
　・スポーツ推進委員保険加入手数料　1千円 　 ・スポーツ大会出場・指導者講習会派遣補助金

　・スポーツ推進委員保険料　36千円 　・健全育成剣道大会補助金　100千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 社会教育課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 25 保健体育費 1 保健体育総務費

事業名 340 保健体育総務費（一般）

総合計画の位置づけ 03　いつでもいつまでもスポーツを楽しむ人を増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等

大山町民の社会体育活動及び文化交流事業に係る全国大会等参加派遣費補助金交付要綱、大山町スポーツ推
進委員に関する規則、大山町スポーツ少年団補助金交付要綱、大山町スポーツ協会補助金交付要綱

個別計画 大山町スポーツ推進計画

事業
概要

スポーツ推進委員によるスポーツ活動推進及びその支援、町スポーツ協会、町スポーツ少年団、全国大会出
場者への補助等による団体等への支援、スポーツ推進関係費用の負担など

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

　　600千円

区分

事業費 5,118 5,090 △ 28

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 105 105 0 青少年健全育成剣道大会寄附
金、スポーツ安全保険広告料 105

一般財源 5,013 4,985 △ 28

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 社会教育課
令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 25 保健体育費 1 保健体育総務費

事業名 340 保健体育総務費（一般）

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
　町民
　町スポーツ協会、町スポーツ少年団
　町スポーツ推進委員

町民のスポーツ及びレクリエーション活動の普及と振興、町民の
体力向上と心身の健康な発達、スポーツを通じた町民相互の親
睦を図り、スポーツに触れる生活を身近にする。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

大山町スポーツ大会参加者数 人 885 900 950 950 1,000
※町スポーツ協会・スポーツ推進委員協議会・スポー
ツしょいだいせんの主催大会・イベント

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

全国大会等参加派遣補助金申請者数 人 10 15 20 20 20

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

需用費 243千円
　 消耗品費  9千円

光熱水費 194千円
修繕料 40千円

役務費 31千円
　 建物災害保険料 31千円
委託料 78千円
　 消防用設備保守点検業務　 12千円

清掃業務委託料 66千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 社会教育課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 25 保険体育費 2 体育施設費

事業名 341 武道館管理費

総合計画の位置づけ 03　いつでもいつまでもスポーツを楽しむ人を増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等 大山町社会体育施設条例、大山町社会体育施設の管理運営に関する規則

個別計画 大山町スポーツ推進計画

事業
概要

大山武道館について、限られた予算で利用者が安心安全に利用できるよう、施設の維持・管理を行う。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 379 352 △ 27

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 20 10 △ 10 武道館使用料 10

一般財源 359 342 △ 17

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 社会教育課
令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 25 保険体育費 2 体育施設費

事業名 341 武道館管理費

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
全町民、施設利用者 武道をとおして、礼儀・礼節を重んじる精神を学ぶ場を提供す

る。また、利用してもらうことにより、生涯運動、健康維持、仲間
づくり等を目的とする。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

利用者（大山中学部活利用除く） 人 435 500 500 500 500

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

349千円 需用費 764千円
　監視員報酬　349千円 　消耗品費（薬剤等）　489千円
共済費 18千円 　光熱水費　185千円
　プール監視員　雇用保険料　10千円 　修繕料　90千円
　監視員労働災害保険料　8千円 役務費 50千円
報償費 6千円 　水質検査料　50千円
　プール監視員救急救命講習講師謝礼　6千円 委託料 116千円
旅費 19千円 　プール清掃業務（上中山）　116千円
　プール監視員通勤手当　19千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 社会教育課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 25 保健体育費 2 体育施設費

事業名 348 プール管理費

総合計画の位置づけ 03　いつでもいつまでもスポーツを楽しむ人を増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等

大山町社会体育施設条例、大山町立小学校施設の開放に関する規則、大山町上中山水泳プール管理
運営規則

個別計画 大山町スポーツ推進計画

事業
概要

上中山プール及び各小学校プールを小学校の夏季休業期間に一般開放するもの。
〇対象施設：上中山プール、中山小学校、名和小学校、大山西小学校、大山小学校
プール監視員を配置し、利用者の安全確保と水質の管理を行う。
利用者・監視員の熱中症対策に十分配慮（開放の可否を前日の午後２時に判断する）しながら、安全に
プール開放を実施する。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

報酬

区分

事業費 1,294 1,322 28

国庫支出金 0 0 0

県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 0 0 0

一般財源 1,294 1,322 28

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 社会教育課
令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 25 保健体育費 2 体育施設費

事業名 348 プール管理費

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
全町民 夏季において、町民水泳プール及び小学校プールを開放すること

により、水泳競技に取り組むきっかけづくり又は、親子等で楽しん
でもらい、楽しい時間を共有してもらう。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

プール開放延べ日数 半日回 93 95 95 95 95

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

利用者数 人 1,229 900 900 900 900

追加・
変更に
ついて

〇令和7年度から取り組みを強化した以下の点について、対策強化をさらに検討する。
　・プール監視員就労者の熱中症対策（物理的な面）
　・利用者及びプール監視員の熱中症対策で「昼間の日最高暑さ指数（WBGT)」の指標の再検討

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標

令和７年度プール開放利用実績

NO. プール名
開放日数
（半日単位）

利用者数
半日あたり
の利用者数

備考

1 上中山水泳プール 22 253 12 午後のみ

2 中山小プール 21 96 5

3 名和小プール 24 174 7

4 大山西小プール 7 167 24 午後のみ

5 大山小プール 19 171 9

合計 93 861



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

需用費 5千円
　 消耗品費 5千円 （除草剤ほか）
役務費 34千円

大山グラウンド汚泥汲み取り手数料 12千円
除草剤散布作業手数料 22千円

　

　

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 社会教育課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 25 保険体育費 2 体育施設費

事業名 349 グラウンド管理費

総合計画の位置づけ 03　いつでもいつまでもスポーツを楽しむ人を増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等 大山町社会体育施設条例、大山町社会体育施設の管理運営に関する規則

個別計画 大山町スポーツ推進計画

事業
概要

限られた予算で、対象施設である大山グラウンド及び高麗運動場を利用者が安心安全に利用できるように
維持管理を行う。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 41 39 △ 2

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 41 39 △ 2

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 社会教育課
令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 25 保険体育費 2 体育施設費

事業名 349 グラウンド管理費

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
全町民、施設利用者 高麗地域のサークル活動やイベントに利用している。利用してもら

うことにより、生涯運動、健康維持、仲間づくり等を目的とする。
また、地域活性化にも少なからず、貢献している。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

利用者（高麗運動場） 人 1,475 1,500 1,500 1,500 1,500

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

大山グラウンドは実質に大山小学校グラウンドであることや、高麗運動場の利用状況なども踏まえて、管理の所管
の在り方の変更について検討を進める。

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

需用費 360千円
　 修繕料 180千円 施設修繕

180千円　　備品修繕
役務費 122千円

建物災害保険料 千円
委託料 11,691千円

指定管理委託料
　

38,970千円の30％

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 社会教育課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 25 保健体育費 2 体育施設費

事業名 764 体育施設指定管理費

総合計画の位置づけ 03　いつでもいつまでもスポーツを楽しむ人を増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等

大山町社会体育施設条例
大山町社会体育施設の管理運営に関する規則

個別計画 大山町スポーツ推進計画

事業
概要

名和総合運動公園及び中山野球場、大山野球場、中山運動場、民芸伝承館等の管理運営を行う。指
定管理者制度適用施設であり、管理運営を（株）チュウブに委託している。指定管理期間はR7～R9年
度。
施設の多くが昭和の建造で老朽化が顕著になり始めており、修繕やバリアフリー対応などの取り組みも必要に
なることから、今後に施設の統廃合も含めた在り方の検討が必要となってきている。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

122

11,691千円

区分

事業費 12,253 12,173 △ 80

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 12,253 12,173 △ 80

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 社会教育課
令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 25 保健体育費 2 体育施設費

事業名 764 体育施設指定管理費

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
全町民、施設利用者、指定管理者 陸上競技場や野球場をはじめとする体育施設等を一年を通して利用

してもらうことにより、スポーツを始めるきっかけづくり、生涯運動、健康維
持、仲間づくり等の様々な効果が期待でき、健康寿命を延ばすことを
目的とする。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

利用者 人 31,615 32,000 32,000 32,000 32,000

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

「良好」以上の管理運営指数 % 91 95 95 100 100

追加・
変更に
ついて

〇令和8年度当初予算においては、指定管理委託料以外は一般修繕のみとしている。

参考
資料

※任意

〇指定管理料委託料は、指定管理者への令和8年度管理委託料のうち、農業施設分と体育施設分で案分
し、３割を体育施設分として支出する。

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

需用費 154千円 委託料 117千円
　 消耗品費  5千円 浄化槽保守点検委託料 18千円

光熱水費 104千円 消防用設備保守点検業務　 5千円
修繕料 45千円 清掃業務委託料 94千円

役務費 161千円
手数料 143千円

　 浄化槽法定検査手数料 10,500円
浄化槽清掃手数料 132,220円

建物災害保険料 18千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 社会教育課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 25 保険体育費 2 体育施設費

事業名 1005 赤松体育館管理費

総合計画の位置づけ 03　いつでもいつまでもスポーツを楽しむ人を増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等 大山町社会体育施設条例、大山町社会体育施設の管理運営に関する規則

個別計画 大山町スポーツ推進計画

事業
概要

限られた予算で利用者が安心安全に利用できるよう施設の維持管理を行う。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 435 432 △ 3

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 1 1 0 赤松体育館使用料 1

一般財源 434 431 △ 3

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 社会教育課
令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 25 保険体育費 2 体育施設費

事業名 1005 赤松体育館管理費

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
全町民、施設利用者 生涯運動、健康維持、仲間づくり、健康寿命を延ばすことを目

的とする。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

利用者 人 900 900 900 900 900

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

〇今後の施設の在り方について、地元の赤松自治会や利用団体、関係者と協議し検討を進める。

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

需用費 25千円
消耗品費 5千円
修繕料 20千円

委託料 131千円
　 清掃業務委託料 131千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 社会教育課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 25 保険体育費 2 体育施設費

事業名 1384 庄内体育館管理費

総合計画の位置づけ 03　いつでもいつまでもスポーツを楽しむ人を増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等 大山町社会体育施設条例、大山町社会体育施設の管理運営に関する規則

個別計画 大山町スポーツ推進計画

事業
概要

限られた予算で利用者が安心安全に利用できるように施設の維持管理していく。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 182 156 △ 26

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 0 31 31 庄内体育館使用料 31

一般財源 182 125 △ 57

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 社会教育課
令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 25 保険体育費 2 体育施設費

事業名 1384 庄内体育館管理費

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
全町民、施設利用者 生涯運動、健康維持、仲間づくり、健康寿命を延ばすことを目

的とする。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

利用者数 人 6,580 6,600 3,300 0 0

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

〇施設老朽化が著しく進行しており、利用者や周囲への危険の回避、安全確保の視点から、施設利用団体に
は早期に他施設へ活動場所を移転していただくよう勧め、施設利用を中止する方向で取り組む。

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

報酬　パートタイム会計職員報酬

給料　一般職・フルタイム会計職員給料

職員手当　通勤手当・期末手当等

共済費　社会保険料・雇用保険料等

報償費　子どもの読書活動推進委員謝礼等

旅費　パートタイム会計職員交通費等

需用費　新聞・雑誌・電気水道代等

役務費　切手・植込剪定料等

委託料　冷暖房保守費・システム保守委託費等

使用料及び賃貸料　清掃器具借受・データベース利用等

工事請負費　キュービクル等更新工事

備品購入費　図書費・視聴覚資料費等

負担金補助及び交付金　日本図書館協会負担金等

公課費　公用車車検重量税

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 図書館

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 20 社会教育費 3 図書館費

事業名 334 図書館費

総合計画の位置づけ 06　いくつになっても学び続け、行動し続けよう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等

図書館法/著作権法/子どもの読書活動の推進に関する法律/文字・活字文化振興法/大山町立図書館
運営規則/大山町立図書館資料収集要綱/等

個別計画 子どもの読書活動推進計画

事業
概要

大山町立図書館（本館）の運営に係る経費、施設の維持管理に係る経費
図書館キュービクル更新工事も取り組む。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )
100%
( 70％)

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

報酬 2,141千円 
給料 15,232千円 

職員手当他 9,293千円 
共済費 5,222千円 
報償費 108千円 
旅費 26千円 
需用費 3,949千円 
役務費 729千円 
委託料 2,996千円 
使用料 536千円 
工事請負費 23,430千円 

備品購入費 3,393千円 
負担金 30千円 
公課費 7千円 

区分

事業費 41,506 67,092 25,586

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 23,400 23,400 過疎対策事業債 23,400

その他 40 40 0 図書館雑入 40

一般財源 41,466 43,652 2,186

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 図書館
令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 20 社会教育費 3 図書館費

事業名 334 図書館費

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
大山町民 ・図書資料をはじめ諸資料の購入や収集による充実、情報提供

体制の整備して、読書の喜びや生きがい、生活上の術を自ら学
び、発見できるよう読書活動を推進する。
・司書によるレファレンス向上など図書館サービス向上により、図
書館が生涯学習拠点として、乳幼児期から高齢者まで幅広い
年代層に利用していただけるように努める。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

町民一人当たりの資料冊数
※全館一括計測
（本の選書・登録・所蔵管理作業）

冊 8.5 8.6 8.6 8.6 8.6 

町民一人当たりの貸出冊数
※全館一括計測(資料貸出業務） 冊 4.0 3.9 4.0 4.0 4.0 

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

レファレンス（資料相談）件数　 件 268 270 270 270 270

利用者登録者率　※全館一括計測 ％ 65.6 66 68 68 68

追加・
変更に
ついて

◎図書館屋外キュービクル更新等工事費
  令和7年度9月補正予算で取り組んだが、省エネ法に基づくトップランナー基準の改正により予定の変圧器は入
手できず、新基準の変圧器の入手可能な時期が令和8年度以降になる見込みのため、改めて令和8年度事業
として取り組む。また、合わせて高圧ケーブルの更新にも取り組む。

参考
資料

※任意

○令和6年度の利用人数及び貸出実績
　　　貸出冊数　　　　37,476冊
　　　（団体貸出冊数　10,966冊）

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

報酬(パートタイム会計年度任用職員分)
給料(フルタイム会計年度任用職員分)
職員手当(フルタイム会計年度任用職員分)
共済費（会計年度任用職員分）
報償費（講師謝礼）
需用費（消耗品費）
　・雑誌購入費、事務消耗品費
備品購入費（図書購入費）

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 図書館

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 20 社会教育費 3 図書館費

事業名 343 図書館名和分館費

総合計画の位置づけ 06　いくつになっても学び続け、行動し続けよう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等

図書館法/著作権法/子どもの読書活動の推進に関する法律/文字・活字文化振興法/大山町立図書館
運営規則/大山町立図書館資料収集要綱/等

個別計画 子どもの読書活動推進計画

事業
概要

名和公民館施設併用の図書館名和分館の運営、維持管理、主催事業に関する経費。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

2,141千円
2,727千円
1,912千円
1,335千円

33千円

274千円
1,400千円

区分

事業費 9,319 9,822 503

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 2 2 0 事業参加者負担金 2

一般財源 9,317 9,820 503

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 図書館
令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 20 社会教育費 3 図書館費

事業名 343 図書館名和分館費

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
大山町民 図書資料をはじめ諸資料の購入や収集による充実、情報提供

体制の整備をして、読書の喜びや生きがい、生活上の術を自ら
学び、発見できるよう読書活動を推進する。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

町民一人当たりの資料冊数
※全館一括計測
（本の選書・登録・所蔵管理作業）

冊 8.5 8.6 8.6 8.6 8.6 

町民一人当たりの貸出冊数
※全館一括計測(資料貸出業務） 冊 4.0 3.9 4.0 4.0 4.0 

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

レファレンス（資料相談）件数　 件 66 70 75 75 75

利用者登録者率　※全館一括計測 ％ 65.6 66 68 68 68

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

○令和6年度の利用人数及び貸出実績
　　　図書館利用者数　　　21,042冊
　　　（団体貸出冊数　　 7,324冊）

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

報酬(パートタイム会計年度任用職員分)
給料(フルタイム会計年度任用職員分)
職員手当(フルタイム会計年度任用職員分)
共済費（会計年度任用職員分）
報償費（講師謝礼）
旅費（普通旅費・費用弁償）
需用費（消耗品費）
　・雑誌購入費、事務消耗品費
役務費（通信運搬費）
使用料及び賃借料（著作権使用料）
備品購入費

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 図書館

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 20 社会教育費 3 図書館費

事業名 344 図書館大山分館費

総合計画の位置づけ 06　いくつになっても学び続け、行動し続けよう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等

図書館法/著作権法/子どもの読書活動推進に関する法律/文字・活字文化振興法/大山町図書館管理
運営規則/大山町立図書館資料収集要綱/等

個別計画 子どもの読書活動推進計画

事業
概要

大山町立図書館大山分館の運営、維持管理、主催事業に関する経費。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

2,141千円
2,727千円
2,041千円
1,356千円
     34千円
     75千円

258千円
12千円
1千円

1,400千円

区分

事業費 9,510 10,045 535

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 4 4 0 事業参加者負担金 4

一般財源 9,506 10,041 535

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 図書館
令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 20 社会教育費 3 図書館費

事業名 344 図書館大山分館費

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
大山町民、町内在勤者等 　図書館大山分館において、図書資料をはじめ諸資料の購入や収集

による充実、情報提供体制の整備をして、読書の喜びや生きがい、生
活上の術を自ら学び、発見できるよう読書活動を推進する。
　司書によるレファレンス向上など図書館サービスの向上により、図書館
が生涯学習拠点として、乳幼児期から高齢者まで幅広い年代層に利
用していただけるように努める。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

町民一人当たりの資料冊数
※全館一括計測 冊 8.5 8.6 8.6 8.6 8.6 
町民一人当たりの貸出冊数
※全館一括計測(資料貸出業務） 冊 4.0 3.9 4.0 4.0 4.0 

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

レファレンス（資料相談）件数　 件 268 750 800 800 800

利用者登録者率　※全館一括計測 ％ 65.6 66 68 68 68

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

○令和6年度の利用人数及び貸出実績
　　　貸出冊数　　　　24,720冊
　　　（団体貸出冊数　7,908冊）

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

10需用費　１消耗品費　97千円

  　・雑誌購入費(白書含む）　　93,909円
　  ・消耗品費（広報用品・複写資料代）　3,000円

13使用料及び賃貸料　　１使用料及び賃貸料　390千円

  　・日経テレコン２１　　158,400円

  　・47行政ジャーナル　231,000円

17備品購入費　１備品購入費　67千円

  　・資料費　＠2,000円×33冊

  　・資料装備費　＠22円×33冊

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 図書館

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 20 社会教育費 3 図書館費

事業名 1436 行政資料図書室設置運用事業

総合計画の位置づけ 考え方４　質の高い行財政運営
所信表明「五本柱」の位置づけ ５．行財政改革の継続

根拠法令・
要綱等

図書館法/著作権法/子どもの読書活動の推進に関する法律/文字・活字文化振興法/大山町立図書館
運営規則/大山町立図書館資料収集要綱/等

個別計画

事業
概要

行政職員をはじめ行政等に参考になる資料の充実を図り、もって町行政の向上に資する。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 674 554 △ 120

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 674 554 △ 120

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 図書館
令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 20 社会教育費 3 図書館費

事業名 1436 行政資料図書室設置運用事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
大山町役場職員・町民 ・図書館による行政支援サービスを充実させることで、行政職員

の事務処理や政策立案支援を行う。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

インフォメーションによる広報回数 回 2 3 4 4 4 

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

レファレンス（資料相談）件数 件 90 95 95 95 95

追加・
変更に
ついて

　近年の取り組みにより資料が大きく更新されたため、事業費の見直しを行った。

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

10需用費　　１消耗品費　　　414千円

　・ブックスタートセット（2タイトル分）　1,463円×75冊

　・ブックスタートバッグ　683円×75冊

　・ブックセカンド絵本　1,413円×90人

　・ブックサード幼年童話　1,320円×90人

　・カラー用紙等　1,320円×90人

17備品購入費　１備品購入費　14千円

　・町外保育所入所者申し込み等　110円×30人

　・町外保育所入所者配布用　510円×10人

　・ブックセカンド未来館者配布用　510円×10人

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 図書館

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 20 社会教育費 3 図書館費

事業名 1614 読書推進事業

総合計画の位置づけ 06　いくつになっても学び続け、行動し続けよう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等

図書館法/著作権法/子どもの読書活動の推進に関する法律/文字・活字文化振興法/大山町立図書館
運営規則/大山町立図書館資料収集要綱/等

個別計画 子どもの読書活動推進計画

事業
概要

乳幼児健診時にブックスタート、３歳児健診時にブックセカンド、就学時健診時にブックサードとして、乳幼児
期の読み聞かせや読書の大切さを啓発し、導入としての絵本や幼年童話を配布し、子どもの読書活動の推
進を行う。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )
50%

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 543 428 △ 115

国庫支出金 0 0 0

県支出金 271 214 △ 57 子育て応援市町村交付金 214

地方債 0 0 0

その他 0 0 0

一般財源 272 214 △ 58

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 図書館
令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 20 社会教育費 3 図書館費

事業名 1614 読書推進事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
乳幼児健診(6か月）・3歳児健診・就学時
健診(5歳児）対象の乳幼児家庭

乳幼児健診・３歳児健診・就学時健診などの機会を利用し、
適齢期に向けた絵本や幼年童話の紹介、家庭における読み聞
かせの推進を通じて、子どもの豊かな情操を育み、もって子どもの
読書活動推進につなげる。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

ブックスタート実施率 ％ 100 100 100 100 100

ブックセカンド実施率 ％ 78 100 100 100 100

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

ブックスタートを受けて家庭で絵本を楽
しみたいと思った率 ％ 97.2 100 100 100 100

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

　本事業は、令和7年度に こども課 から事業移管したもの。

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標


